
 

                                 

 

２０２４年８月２６日 

 

須坂市 

イオンモール株式会社 

 

～信州・須坂市の魅力を発見・発信～ 

第２回『寄っとくらい！信州須坂おいしいマルシェ』 開催について 
 

長野県須坂市
す ざ か し

（以下、「須坂市」）と、イオンモール株式会社（以下、「イオンモール」）は協働

で、『寄っとくらい！信州須坂おいしいマルシェ』を開催いたします。 
 

長野県北部長野市に隣接する須坂市は、自然豊かな景勝地に恵まれる一方、製糸業で栄え、 

土蔵や歴史的建造物が多く残る場所です。またりんご畑やぶどう畑などの果樹園も多く、近年は

「フルーツ王国」として知られています。 
 

本イベントは、２０２５年秋開業予定の「イオンモール須坂」の出店を機に、他県の皆さまに

も須坂市の特産物である新鮮な果物、郷土料理、文化など多彩な魅力を認知いただくとともに、

体験・体感していただけるイベントで、昨年に引き続き２回目の開催となります。 
 

全国の各地域に根差したイオンモールだからこそ、その地域の魅力を再発見し発信していくこ

とで、地域の活性化に寄与して参ります。 

 

 

■ 第２回『寄っとくらい！信州須坂おいしいマルシェ』開催概要 

 日程：８月３１日（土）、９月１日（日）   ：イオンモール大和 １Ｆライトコート 

１０月５日（土）、１０月６日（日） ：イオンモール白山 １Ｆかがやきステージ 

 時間：各日１０：００～１７：００ 

 内容：《食物販コーナー》 

・旬のフルーツ ぶどう・りんご等 

・信州須坂の郷土食「おやき」 

・信州須坂産味噌（糀屋本藤醸造舗） 

・信州須坂産ワイン（楠わいなりー） 

・信州須坂フルーツエールなどの特産品、加工食品等 
 

《ワークショップ》 

    ・みそ作り教室（協力：糀屋本藤醸造舗） 

    ・消しゴムはんこのポーチづくり（協力：須坂版画美術館） 

    ・ミニチュアトルソーキーホルダーづくり（協力：世界の民俗人形博物館） 
 

    《「我竜神スザカイザー」グリーティング＆写真撮影・握手会》 
 

    《須坂市総合案内》（須坂市産業振興部商業観光課） 

    ・シーズンを迎えたくだもの狩りなどの観光案内 

・移住定住やふるさと納税などの相談 

 

※内容や各日のスケジュール等の詳細はモールのＨＰにてご確認ください。 

 

 



◆ 長野県須坂市 

須坂市は長野県北部長野市に隣接し、長野駅への交通アクセスにも恵まれています。首都圏か

らのアクセスも良く、都市部からの移住地にも適しています。 上信越高原国立公園に属し、スキ

ーやゴルフなど年間を通して賑わうリゾート地区が形成されている「峰の原高原」、花の百名山

「根子岳」、長野県内最大級のレンゲツツジとエゾリンドウの群生地「五味池破風高原」、2016 年

NHK大河ドラマ「真田丸」タイトルバック映像で使用された国指定名勝「米子瀑布群」など景勝地

に恵まれ、国立公園から流れ出る河川によって形成された扇状地と千曲川により形成された沖積

地の美しい田園風景が広がっています。 

また、明治から昭和にかけて製糸業で栄え、今もその名残で土蔵や昔の建物が多く残っていま

す。製糸業が盛んであった際の桑畑は、現在多くがりんご畑やぶどう畑などの果樹園になってお

り、近年では「フルーツ王国」として知られています。ふるさと納税においても、シャインマス

カットやナガノパープルといったブドウを中心に２０１９年度から寄附件数が５年連続で県内１

位、寄附受入額も２０２２年度から２年連続で１位となり、全国の消費者から須坂のフルーツは

高い評価を得ています。 

 

◆ イオンモール須坂 

 イオンモールでは、「イオンモール須坂」を開発中です（２０２５年秋開業予定）。当モールの

計画地は、須坂市中心部から南東に約３km、隣接する長野市中心部から東に約８km に位置し、長

野市中心部と須坂市中心部を結ぶ主要県道長野須坂インター線に接しています。また、上信越自

動車道の須坂長野東インターチェンジ至近であり、広域からの集客が期待できる立地です。 

 当モールは、北信地方の活性化に寄与し、賑わいを創出する施設となるべく、地域の皆さまと

共創してまいります。さらに、持続可能な社会の実現のため、最新の環境配慮設備の導入はもち

ろんのこと、自然と調和した施設づくりを推進し、地域の皆さまのインフラ拠点として、災害に

強い施設づくりで安全・安心を提供して参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社では、２０３０年までに取り組むべき地球規模の１７の目標“ＳＤＧｓ”に向けて、全社を挙げて取り組んでいます。今回の取組が該当する開発目標は、下記の通りです。 


